
 

 

学校生活のきまりと生活指導について 
 

 

１ 本校の生活指導について 
 

   本校の教育目標である「進んで学ぶ人」、「礼儀正しい人」、「やりとげる人」の三点を達成させるために 

 

 ①規範意識の定着を図り、十四中生としての自覚と誇りをもたせられるような指導をしていく。 

 ②学年内・学年間の連絡を密にして、共通理解と共同実践を心がけ全教職員で指導にあたる。 

 ③家庭や地域との連携を密にして、生徒指導の充実を図る。 
  

   以上の三点を基本方針として、学校の全教育活動を通して自立心と責任感を体得させ、自らよく考えて 

正しく行動できる生徒の育成を目指しています。 

 

《生活指導の重点目標》 
 

 
 

 

 

 

 

２ 生徒の様子  
 

【1 年生】 

  ４月の入学式から、新たな友達との学校生活が始まって、２ヶ月がたちました。５月１１日からの「魚沼自然教室」で

は「田植え」「校歌コンクール」「学年レクリエーション」「駒見山登山」「ウォークラリー」等を行い、集団行動や、全

力で取り組むことの大切さを学びつつ、クラスの絆を深めることができました。魚沼自然教室が終わり、次の登校日

からは「運動会」への取り組みが始まりました。各クラスとも、担任の先生と生徒が協力して、作戦会議、競技練習を

積み重ね、優勝を目指して頑張っていました。今は初めての「定期考査」に向けて学習に取り組んでいます。もう先

生方が何もいわずとも、全力で、物事に取り組む十四中生としての姿勢ができていています。仲間とともに飛躍でき

た１年間だったと思えるように、努力を積み重ねています。 

 

 

【2年生】 

本年度は、６クラス２４０名でのスタートとなりました。後輩もでき、「先輩」としての自覚を少しずつもち

始めています。「運動会」では新型コロナウイルス感染症前の規模での実施のため 3 年生の背中をしっかり

と目に焼き付け、後輩のお手本になるように一生懸命に声を出して取り組みました。２年生では、その他に

も文化祭や合唱コンクールだけでなく、職場体験や校外学習といった学年の行事もあります。日々の学校生

活のみならず、このような行事を通して社会の形成者の一員として持続可能な社会を目指すために必要不可

欠な力の育成を意識しながら、「共に考え、共に学び、共に成長できる」学年として生徒一人一人が充実感や

達成感の得られる１年を目指していきます。 

 

 

【3 年生】 

去年と同じく、7クラスでスタートしました。運動会という大きな行事を終え、クラス、学年としての絆が深まったように

思います。運動会練習が始まったころは、最高学年としての自覚はまだ足りなかったかもしれません。しかし次第にク

ラスごと、色ごとに協力し、切磋琢磨して成長する姿が見られました。特に演技種目の創作ダンスでは、限られた練

習時間の中、去年の先輩たちを超えよう、後輩たちの良い手本になろうと奮闘しました。本番までには何とか間に合

い、立派な姿を見せられたと感じています。この後にはすぐ、中間考査が控えています。今は受験への不安も感じつ

つ、定期考査に向けて努力しているところです。同時に部活動や修学旅行の準備など、大忙しの３年生ですが、伝統

を引き継ぎ、何事にも全力であたり、共に壁を乗り越え高め合える集団でありたいと思います。 

 

 

      １．きまりを守ろう。 

      ２．あいさつをしよう。 

      ３．周囲に配慮しよう。 



 

 

３ きまりについて（令和 5年度現在） 
 

（１）学校生活のきまり 

         互いに気持ちよく明るい学校生活が送れるように、規律を守り他人に迷惑をかけない。礼儀正しく、秩序ある

生活を心がける。十四中生として守っていかなければならない規則については、ぜひご家庭でもご理解ご協力

お願いします。 

 

（２）服装について 

   《ブレザータイプ》 

① ブレザーのフラワーポケットに学年カラーの襟かざりをつけ、その上からクラス章をつける。 

② ネクタイは第一ボタンをとめてからきちんとつける。 

③ ワイシャツの下にはワイシャツから色が透けない肌着を着用する。Ｔシャツ類・体育着は不可。 

 ④ スカートの長さは、膝が隠れる程度。 

⑤ 靴下は、白または黒または濃紺（線なし、ワンポイント可、※ハイソックス、ルーズソックス、スニーカ 

ーソックスは不可）靴下の長さはくるぶしからひざまでの長さの中間程度とする。冬は黒タイツ可。 

      ⑥校内では名札をつける。 

 

 《 頭髪 》【入学後、改めて学年集会等で生徒に説明をいたします】 

◇標準服（制服）がスラックスタイプの場合 

眉、耳、襟に被さらない整った型であること。 

  ※ 前髪は眉毛の所までの長さで整える。 

◇標準服（制服）がスカートタイプまたはスラックスタイプを選んで着用される場合 

前髪は眉程度の長さまで。横髪もピンで留める等して顔にかからないようにする。 

（頭髪を止めるのは、ゴム、ピン留め、パッチン留め） 

※ 前髪は眉毛の所までの長さで整える。 

※ 髪が肩程度になったら結ぶ。髪を結ぶ場合は耳の高さで結ぶこと。 

※ パーマやストレートパーマ、ヘアアイロン・染色・脱色、アシンメトリーなどの髪型は認めていません。 

（整髪料の使用は不可） 

    

《上履き・外履き》 

①上履きの記名… 踵に姓を黒の油性ペンで記名する。色ペン禁止。 

外履き（運動靴・黒革学生靴）の記名… 靴の内側に姓を黒の油性ペンで記名すること。色ペン禁止。 

踵をつぶさない。 

②外履きは、白または黒または濃紺を基準とした運動靴（ひもつきのもの） 

色の配色は上記３色の組み合わせであれば可。その他の色は不可。黒の革学生靴（通学） 

 

《カバン》 

① 通学カバン・スポーツバッグに記名するところがあるので、記名をして他は何も付けない。 

② カバンに落書などをしない。 

※通学カバンとスポーツバッグのみとし、その他のバッグや袋類は禁止とする。 

③ 通学カバンは両肩にかけるか、斜めがけにする。（片ひもで背負うのは不可） 

スポーツバッグはリュックのように背負ったり、片ひもだけで肩にかけない。 

 

 

 

 

 

 

 


